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無機シンチレータは X 線照射により誘起

される蛍光体の一種であり、医療機器 [1] 

やセキュリティ機器 [2] を始め、多くの

分野で利用されている。多くのシンチレー

ション検出器はその高い光学的特性から

単結晶が用いられることが多い。これまで

長期にわたって希土類を添加した SrAl2O4

結晶についての研究がレーザーや蓄光体

の分野を中心に行われてきたが [3]、その

シンチレータおよびドシメータ特性につ

いての報告はなされていなかった。本研究

では FZ (Float Zone) 法を用いて、様々な

希土類を添加したSrAl2O4結晶の合成を行

い、そのシンチレーションおよび光物性

についての検証を行った。図 1 には Ndを

添加した場合の結果を示す。X線照射に伴

う発光が 200-250 nm、850-950 nm 及び

1000-1150 nm で観測された。これらのう

ち、赤外域における 2 つのピークは Nd3+

の 4f-4f遷移 (4F3/2 →
4I9/2、 4F3/2 → 4I11/2) 由

来であると示唆される。また、起源は明

らかではないが、シンチレーション蛍光

減衰時定数は 11.5 nsであった (図 2)。 
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図 1. Nd:SrAl2O4の X線照射による可視紫外域 (上) と

近赤外域 (下) のシンチレーションスペクトル。 

 

図 2. Nd:SrAl2O4のシンチレーション発光減衰曲線。 
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